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田 光 一 宇宙 飛行 士 の 国際 宇宙 ステ ーション 長 

期 滞在 も 、 す で に 2 か 月 以上 が 経過 し 、 残 す 

と ころ あと 約 1 か 月 。 滞在 は 順調 に 進ん で い 

る よう で す 。 本 号 で は 、 そ の 若田 宇宙 飛行 士 
の 宇宙 で の 元気 な 姿 を 表紙 に 取り 上 げ ま し た 。 昨年 以来 | き ぼ 
う | 日 本 実験 棟 で 行わ れ て きた 実験 の いく つか も 、 代 表 研 究 
者 の 先生 方 に 取材 し て 記事 に まとめ て いま す 。 も う 1 つ 、 ホ ッ 
ト で タイ ムリ ー な 企画 と いう こと で 「 世界 天文 年 2009] を 取り 
上 げ ま し た 。 大 文 年 の 由来 や 、 半 年 間 に 各 地 で 行わ れ た イベ 
ント 、 そ し て 7 月 の 皆既 日 食 に 向け た 企画 
な ど 、 日 本 委員 会 の 海部 宣 男 委員 長 に 
語っ て も らい まし た 。 他 に 、 秋 の 打ち 
上 げに 向け た H-IIB ロケ ッ ト の 燃 
焼 試 験 や 、 春 か ら 調 布 航空 宇宙 
セン ター で 稼動 し て いる スー パー 
コン ピュ ー タ な ど 、 多 岐 に わた る 
JAXA の 活動 の 最 先 端 を じ っ く 
りお 読み くだ さい 。 


INTRO ロ ロロ UCTION 


9% 
JAXAS 


宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 甘 


@77772/72) 


若田 光一 宇宙 飛行 士 …= 
宇宙 で の 暮らし 


「 き ぼう 」 の 宇宙 実験 ……… a 


1. カ エル の 細胞 を 使っ た 宇宙 実験 
ゞ 席 産業 技術 総合 研究 所 フェ ロー 兼 
浅 島 誠 半生 工学 研究 ラボ 、 東 京 大 学 特 人 教授 


2. 水 の 結晶 を 使っ た 宇宙 実験 
古川 義 純 北海 道 大 学 低温 科学 研究 所 教授 


真っ 黒 な 水球 か ら ……… 8 
予想 外 の 美 


「 き ぼう 」 で 行っ た 墨 流し 水球 絵画 の 実験 
逢坂 卓郎 入 波 大 学 大 学院 


人 間 総 合 科学 研究 科 芸 術 学 系 教授 


J AXA の ス / パ コ ン SS ロ 
4 月 か ら 稼動 し た 

JAXA 統 合 ス ー パ ー コ ンピュータ シス テム 「JSS1」 
松尾 窒 一 人 有 和 ムリ ー ダ 

H-IB ロ ケッ ト の 博司 1 ロ 
フラ イト 機体 を 用 いた 、 

2 基 の LE-7A エ ンジ ン に よる 

地上 燃焼 試験 を 実施 


日 本 中 の 子ども が 58eRegSsSe 1 ら 
望遠 鏡 を の ぞ く 社 会 を 
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海部 宣 男 世界 天文 年 2009 日 本 委員 会 委員 長 

宇宙 広報 レボ ポー EREREPRPPRPCPPTPPPFPP ィ ス 
「 世 界 天文 年 2009] も 半年 の 折り 返し 地点 に 。 


続々 開催 され る イベ ント を 中 間 報 千 
阪本 成一 宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 教授 


宇宙 航空 の 技術 で メダ ル を ね ら え !・……・……… 1 己 
JAXA が 支援 する 
水上 最速 の 競技 |「 リュ ー ジ ュ 」 


航空 と 宇宙 探査 の …… 


未来 へ の チャ レン ジ 
JAXA 最 前 線 ……ー…ー…- 上 
JAXA ウ ェ ブ サイ ト を 見 よう ! ………… =O 


ウェ ブ マ スタ の と っ て お き 、 お すす め サ イト 


表紙 :「 き ぽう] の 船内 実験 室 で 、 フ ァ セ ッ ト 結 晶 成長 実験 を 
行う 若田 光一 宇宙 飛行 十 (NASA 提 供 ) 


第 2 結合 部 「 ハーモニー] で 記念 撮影 する 第 
18 次 ・ 第 19 次 長期 滞在 クル ー。 前 列 左 か ら 
ユー リ ・ ロ ンチ ャ コス マイ ケル ・ フ ィ ン ク 若田 
光一 宇宙 飛行 士 。 後列 左 の ら ゲ ナディ ・ パ ダ 
ルカ 、 マ イケ ル ・ バ ラッ ト 宇 宙 飛 行 士 、 宇 宙 旅 
行者 の チャ ー ル ズ * シ モニ ー 氏 (4 月 1 日 ) ( 古 ) 

ソユーズ 宇宙 船 の 打ち 上 げ ン 帰還 用 スー ツ を 
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2009 年 3 月 に STS-119 ミ ッ シ ョ ン で 打ち 上 げ ば られ 、 日 本 人 と し て 初め て の 
祭 宇 南 ス テー ショ ン 長 期 滞在 を 行っ て いる 若田 光一 宇宙 飛行 士 。 6 月 
まで の 約 3 か 月 半 の 間 、 第 18 次 第 19 次 長期 滞在 クル ー の フラ イト エン 
ジニ ア と し て 地球 を 周回 する 軌道 上 で 暮らし 、6 月 中 旬 に 打ち 上 げ ら れる 
STS-127 ミ ッ シ ョ ン の スペ ー ス シャ トル [| エン デバ ー 号 | で 地球 に 帰還 する 予 
定 で す , ここ で は 、4 月 下旬 一 5 月 に か け て 撮影 され た 若田 宇宙 飛行 士 の 
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| 振 装 置 付 き ト レッ サー ビス モジ ュー ル 「 ズ ヴェ ス ダ | で か ぶり つい た 新鮮 な トマ ト を 宙 に 浮か 
ドミ ル の メン テ ナ べ る 若田 宇宙 飛行 士 。 後ろ に は リン ゴ の 入っ た 袋 も 見 える (5 月 14 日 )( 上 ) 
ンス 作業 を 行う 若 「 き ぽう] 船内 実験 室 と 、 若 田 宇宙 飛行 士 の 出身 大 学 で ある 九州 大 学 の 
田 宇 宙 飛 行 士 (4 医学 部 百年 講堂 (福岡 県 ) を 結ん で 行わ れ た 交信 イベ ント 「 若 田 光一 宇宙 
月 22 日) 飛行 士 か ら エ ー ル ! ! ライ ブ 交 信 と 宇宙 授業 | の 様子 (3 月 26 日 )( 下 ) 
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月 2 日 と 22 日 の 2 回 に わた り 、 地 上 設備 に ロ 
ケッ ト を 固定 し て 行う 燃焼 試験 [CFT (Captive 

Firing TesU」 が 、 種 子 島 宇宙 セン ター 大 型 ロ ケッ ト 
発射 場 の 吉信 第 2 射 点 で 実施 され まし た 。 

今回 の 試験 は 、 直 径 5.2m へ と 大 型 化し た 第 1 段 機 
体 (H-TA で は 直径 4m) に LE-7A エ ンジ ン を 2 基 導 
着 し た 、H-TB ロ ケッ ト の フラ イト 機体 と し て 初め て 
の 燃焼 試験 。2 日 に 行わ れ た 10 秒 間 の 試験 は 「 エ ン 
ジン 2 基 同 時 燃焼 に 対す る 安全 性 ] [機体 と 設備 の 適合 
性 ] 及び 「 カ ウン ト ダ ウン シー ケン ス 」 の 確認 に 主眼 
を 置い た も の で し た が 、 続 く 22 日 の 2 回 目 の 燃焼 試 
験 で は [液体 水素 ・ 液 体 酸素 タン ク の 加 圧 特性 ] や 「[ 燃 
焼 中 の 機体 各部 の 振動 等 環境 デー タ | な ど 、 実機 で 
な いと 得 ら れ な い デ ー タ を 取得 する こと が で きま し た 。 
実際 の 打ち 上 げ で は 体験 する こと の で き な い 「150 秒 
間 も の 地上 燃焼 ] も 迫力 に 満ち た も の で し た 。 

中 村 富 久 プ ロジ ェクト マネ ー ジ ャ は CFT を こう 振 
47E セ 記 

「 今 回 の 燃焼 試験 は 開発 で 最大 の ヤマ 場 と 言え ます 。 
も し ここ で 万 が 一 火災 で も 起こ っ て し まう と 、 フ ライ 
ト 機体 や 新しい 射 点 設備 が 損傷 し 、 ス ケ ジ ュ ー ル に 大 
幅 な 影響 が 出る …。 そ うし た 「 万 が 一 | が 生じ な いよ 
う 、 入 念 な 準備 の も と 試験 に 臨み まし た 。 

個人 的 に は 、2 回 目 の 燃 焼 試 験 の 「150 秒 間 ] が と 
て も 長く 感じ られ る か も し れ な いと 予想 し て いた の で 
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うつ LE-/ ヘ エン ジン に よる 地上 燃焼 誠 験 を 実施 


す が 、 意外 に も アッ と いう 間 に 終わ っ て し まい まし た 。 
打つ べき 手 は すべ て 尽く し 、 特 に 心配 の タネ も な く 試 
験 を 迎え る こと が で きた か ら か も し れ ま せん 。 

また 吉信 第 2 射 点 の 設備 を 使用 する の は 今回 が 初め 
て で し た が 、H-IA ロ ケッ ト 以 来 の 同じ メン バー が 継 
続 し て 取り 組ん で いる こと は 確実 に 力 に な っ て いま す 。 
三菱 重工 さん と 共に 、2 度 の 試験 を 事故 な く 無事 終了 
し 、 必 要 な デー タ も 取得 で きた 。 ホ ッ と し て いま す ] 

現在 は 、LE-7A エ ンジ ン を フラ イト 品 に 交換 する 
作業 が 進め られ て いま す 。 こ の 後 、 実機 SRB-A な ど 
を 装着 する な ど し て 、 打ち 上 げに 向け た 最終 リハ ー サ 
ル で ある 「GTV (Ground Test Vehicle 三 地 上 総合 
試験 ) の た め の 準備 に 入り ます 。 


試験 中 に 生じ た 大 き な 雲 は 、LE-7A エン ジン の 燃焼 ガス で ある 
水蒸気 と 、 地 上 設備 を 保護 する た め の 冷 却 水 か ら 生成 され た も の 。 


ロケ ッ ント の フラ イト 機体 を 用 いた 、 ぢ ど 基 の 


ロケ ッ ト 先端 の フェ アリ ング は 取り 付け られ ず 、 固体 ロケ ッ ト ブ ー ス 
ター も ダミ ー だ が 、 第 1・2 段 は フラ イト 用 機体 。 4 月 21 日 21 時 
に VAB (大 型 ロ ケッ ト 組 立 棟 ) か ら 移動 を 開始 し 、 約 30 分 後 身 
点 に 設置 。 射 点 設 備 と ML (移動 式 発 射 台 ) の 配管 結合 や 点検 作 
業 に 続き 、 推 進 薬 充 填 作 業 が 夜 を 徹し て 進め られ た 。 
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われ る 1609 年 か ら 、 


ちょ うと 400 年 目 に 当たり ます 。 
この 2009 年 に 、 世 界 中 の 人 々 が 夜空 を 見 上 け 、 
宇宙 の 中 の 地球 や 人 間 の 存在 に 思い を は せ 、 


自分 な り の 発見 を し て も らい た い 。 そ ん な 願い を 込め て 、 
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今年 2009 年 は 、 
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委員 長 を 務め る 海部 
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子ども か 
叶 避 皆 あ の そく 仕 会 


国際 連合 と ユネ スコ (国連 教育 科学 文化 機関) 、 
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同じ 視野 が 得 られ る 。 鏡 筒 は 株 式 会 社 京都 科学 が 製作 、14 倍 レン ズ ! 


の 実物 通り の 14 倍 レン ズ が 取り 付け られ 、 ガ リ レ オ が の ぞい た と き と 
ガリ レオ 望遠 鏡 の 研究 家 秋 山 晋 一 氏 が 製作 。 
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「 天 文学 者 の ブロ グ ] に 海外 か ら も 反響 が 


世界 天文 年 に は 世界 中 で 行う 世界 企画 と 、 各 国 で 独 
自 に 行う 国内 企画 が あり ます 。 

世界 企画 に は 11 の 主要 企画 が あり ます が 、 そ の う 
ちの 1 つが 「JAXA's」 023 号 で も ご 紹介 し た 「 天 文 
学者 の ブロ グ (Cosmic Diary)」。JAXA か ら は 結局 、 
私 を は じ め 4 名 の 天文 学者 が 参加 し て お り 、 和 英 併 
記 で 日 常 を 綴っ て いま す 。 私 の ブロ グ も 、 英語 は か な 
り 怪 し い の で す が 、 2 日 に 1 回 ぐら い の 頻 度 で 更新 す 
る よう に し て いま す 。 和英 併記 の た め 、 あ り が た いこ 
と に 国外 か ら も 反 響 が あり 、 最 終 的 な 成果 と し て ま と 
め ら れる 出版 物 (英語 ) に 向け た 記事 の 執筆 依頼 も 来 
て いま す 。 

同じ く 世界 企画 に は 、 天 文 写真 展 [地球 か ら 宇 宙 へ 
(From Earth to the Universe)」 も あり ます 。 こ れ は 、 
JAXA な どの 望遠 鏡 ・ 探 査 機 が と ら え た 美しい 天文 画 
像 セッ ト を 全国 各地 の モー ル や 公共 の 場所 な ど 人 目 に 
つき や すい と ころ に 貸し 出す も の で 、 す で に 各地 で の 
開催 が 始ま っ て いま す 。 


見 事 の ひと 言 に 尽き る 約 80 基 の 屋外 砂 父 群 


世界 天文 年 が 公認 し た 各種 の イベ ント も 開催 され て 
いま す 。5 月 の 大 型 連休 中 に 行わ れ た 鹿児島 県 南 さ つ 
ま 市 の 「 吹 上 浜 砂 の 祭典 ] も その 1 つ 。 こ の 祭典 は 、 
「 日 本 三 大 砂丘 ] の 1 つと も 呼ば れる 吹上 浜 の 豊富 な 
砂 を 使っ て 巨大 な 砂 像 を つく っ て 町 お こし を し よう と 
1987 年 か ら 始 め ら れ た も の で 、 す で に 22 回 目 。 

今年 の イベ ント テー マ に は 「 星 空 ゆ め 物語 ガリ レ 
オ ・ ガ リ レ イ と 世界 天文 年 に よせ て | が 選ば れ ま し た 。 
この テー マ に 沿っ て つく られ る 大 小 合わ せ て 約 80 基 


も の 屋外 の 砂 像 群 は 見 事 の ひと 言 に 尽き ます 。 ガ リ レ 
オ 、 ケ プラ ー、 プ トレ マイ オス な どの 人 物 、 ピ サ の 斜 
塔 や サン ピエ トロ 大 聖堂 な どの 建築 物 、 春 夏秋 冬 の 星 
座 物語 、 アポ ロ 11 号 の 月 着陸 の よう な ジオ ラマ な ど 、 
それ ぞ れ の イメ ー ジ が 砂 の 彫刻 と し て 表現 され て いま 
し た 。 

それ に し て も 、 招待 作家 に よる 4 基 の 砂 像 以外 は 、 
主 に 南さつま 市 に 在住 ・ 在 勤 の 1000 人 以上 の ボラ ン 
ティ ア が 2 週間 近く か け て つく り 上 げ る と いう の だ か 
ら 、 驚 き で す 。 


日 食 に 向け た 準備 も 着 々 と 進行 中 


今年 最大 の 天文 ショ ー で ある 薩南 諸島 の 皆既 日 食 に 
向け た 準備 も 、 着 々 と 進ん で いま す 。JAXA で は 皆 
既 日 食 帯 に 入る 種子 島 宇宙 セン ター を 中 心 に 準備 を 進 
め て お り 、 私 の 所 属す る 相模 原 か ら も 太陽 研究 者 ら を 
現地 に 派遣 し 、 解 説 な ど を 行い ます 。 超 高速 イン ター 
ネッ ト 衛 星 「 き ず な 」 を 使っ た 日 食 画像 の 配信 も 実現 
され る 見 込み と な り ま し た 。 あ と は 、 当 日 好 天 に 恵 ま 
れる こと を 祈る の み で す 。 

部 分 日 食 は 国内 全域 で 見 られ ます の で 、 宇宙 教育 セ 
ンタ ー が 中 心 と な っ て 「 み ん な で 木 も れ 日 を 撮 ろう ] 
キャ ン ペ ー ン を 行い ます 。 す で に パン フレ ッ ト が 完成 
し 、 画 像 投稿 用 ウェ ブサ イト の 準備 も 進ん で いま す 。 
欠け た 太陽 が つく る 、 欠 けた 木 も れ 日 を ぜひ 観察 し て 
みて くだ さい 。 


天文 学者 の ブロ グ 
http://www.astronomy2009.jp/ja/project/cosmicdiary/ 
地球 か ら 宇 宙 ヘ 
http://www.astronomy2009.jp/ja/project/fettu/ 

「 み ん な で 木 も れ 日 を 撮 ろ う ] キ ャ ン ペ ー ン 
http://edu.jaxa.jp/komorebi/ 


屋外 砂 像 が と ころ 狭し と 並ぶ [吹上 浜 砂 の 祭典 ]。 背 後に 写っ て いる の は 、 
中 央 が サン ピエ トロ 大 聖堂 で 、 右 が サン タ ・ ク ロー チェ 聖堂 、 左 奥 に は ピサ の 斜 塔 も 見 える 
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阪本 成一 
Sakamoto Seiichi 

宇宙 科学 研究 本 部 対外 協力 室 
教授 。 専門 は 電波 天文 学 、 星 
間 物理 学 。 宇宙 科学 を 中 心 と 
し た 広報 普及 活動 を は じ め 、 
ケッ ト 射 場 周辺 漁民 と の 対 


話 や 国際 協力 な ど 「 た い が い 
の こと 」 に 挑戦 中 。 写真 は 、 
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査 機 (MMO) の 構造 モデ ル の 組 
み 立 て が この ほど 完成 し まし た 。 
この MMO は 、 水 星 の 固 有 磁 場 、 
磁気 半 、 希 薄 大 気 の 観 測 を 主 目的 
と し て お り 、 ヨ ー ロ ッ パ が 開発 を 
担当 する 水星 表面 探査 機 (MPO) 
と 共に 、5 年 後 の 2014 年 に アリ 
アン 5 型 ロ ケッ ト で 打ち 上 げ ら れ 
る 予定 で す 。 

構造 モデ ル の 組み 立て は 、 3 月末 
か ら 相 模 原 キャ ン パ ス で 行わ れ て 
お り 、5 月 下旬 に 完成 し まし た 。 
引き 続き 筑波 宇宙 セン ター で の 音 
響 試験 を 行い 、 そ の 後 相模 原 に 
戻っ て 振動 試験 、 衝 撃 試験 な ど を 
行う 予定 に な っ て いま す 。 


相模 原 キ ャ ン パ ス で 
20 れ た MMO の 構造 モデ ル 
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ウェ ブ マ スタ の と っ て お き 、 お すす め サ イト 


JAXA ウ ェ ブ サイ ト を 見 よう ! 


ロケ ッ ト 打 ち 上 げ や 「 か ぐ や | の ローー ゴ 
ハイ ビジ ョ ン 映 像 を 楽し め る 「JAXA 動 画 」 

今回 ご 紹介 する の は 、 宇 宙 や 航空 分 野 の 最新 
映像 を 視聴 で き JAXA 動画 ] で す 。 JAXA ウェ 
ブサ イト の トッ プペ ー ジ 右側 に 並ん で いる サイ ド メ 
ニュ ー の 中 ほど の 「JAXA 動画 ] を クリ ッ ク す る 
と 動画 メニ ュー が 開き ます 。 

ここ で まず 見 て も らい た い の は 、 何 と いっ て 昔 ハ 
イ ビ ジ ョ ン 映 像 ] で す 。 運用 中 の 月 周回 衛星 「 か 
ぐ や | の ハイ ビジ ョ ンカ メラ で 撮影 し た 「 満 地球 
の 出 」 や 、 ダ イナ ミッ ク な H- II A ロケ ッ ト 打 ち 
上 げ な どの 動画 を 、 高 画質 で ご 覧 いた だ く こ と が 
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JAXA 動 画 It も Ep:/Wwww.jaxa.j 


4 年 間 の バッ ク ナ ン バー を 
すべ て 読む こと が で きる 「 機 関 誌 JAXA's」 

JAXA ウェ ブサ イト で は 、 い ま 皆 さん が お 読 
の 、 こ の 「JAXA's] の バッ ク ナ ン バー も ご 覧 に 
な る こと が で きま す 。JAXA ウェ ブサ イト の トッ ee unm 
プペ ー ジ の 右上 に ある 「 広報 サー ビス 」 の ボタ ン に 2 E - ローーー の 
を クリ ッ ク し 、 リ ンク 先 の ペー ジ 右 側 中 ほど に あ RT 
る 「 機 関 誌 JAXA's] を 選択 する と 、 最 新 号 の 
「JAXA's] を PDF ファ イル で ご 覧 いた だ け ま す 。 

また 、 そ こ に ある [過去 の JAXA's は こち ら 」 
の リン ク を クリ ッ ク す る と 、 創 刊 号 か ら 最 新 号 ま 
で 約 4 年 分 の [JAXA's] バッ ク ナ ン バー を すべ 
て 読む こと が で きま す 。 

な お 、「JAXA's] の PDF ファ イル を 見 る た め 
に は 、Adobe Reader と いう ソフ ト が 必要 で す 
の で 、 事 前 に アド ビシ ステ ムズ 社 の ホー ムペ ー ジ 
か ら ダ ウン ロー ド し て 、 お 使い の 端末 (パソ コン な 。 
ど ) に イン スト ー ル し て お いて くだ さい 。 RS ] 5 2 RTR 
機関 誌 JAXA'S htp:/Wwww.jaxa.jP/ ロ Pr/jaxa=/indlex j.h モ nnl 
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